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【はじめに】　昨年の当学会で、ヒトへの伝播の可能性が指摘されている鶏肉から分離されたフルオロキノロン(FQ)系薬剤耐性大腸菌について報告した。今回はFQ耐性大腸菌に加えて、サルモネラおよびカンピロバクターの分離も試みたので、それらの分離状況および薬剤感受性などについて報告する。

【材料および方法】　材料として、2009年4月から2010年2月に購入した鶏肉46検体(若鶏42親鶏4)を用いた。シプロフロキサシン(CPFX)耐性菌の分離は、mEC培地で増菌後にDHL培地およびCPFXを6.4μg/mL含むDHL培地により行った。分離株は血清型別、PCRによる病原因子遺伝子の検索(astA、eae、LT、ST、aggR)および系統発生群分類を実施した。また、KB法によりABPC、SM、TC、CPFX、KM、CTX、CP、SXT、Su、GM、NAおよびFOMの12剤の薬剤感受性試験を実施した。CPFXに耐性を示した74株は、寒天平板希釈法によりCPFX、OFLX、NFLXの最小発育阻止濃度(MIC)を測定し、gyrAおよびparC遺伝子のキノロン耐性決定領域(QRDR)における変異を調べた。サルモネラは、①EEM→SC→MLCB&クロモアガーサルモネラ（CHS）、②BPW→RV→MLCB&CHS③BPW→TT→MLCB&CHSの6通りの方法で分離し、血清型別およびKB法による12剤の薬剤感受性試験を行った。カンピロバクターは、プレストン培地で増菌後にmCCDA培地で分離し、生化学性状等により菌種を特定した。

【結果および考察】　CPFX耐性菌は80.4%(37/46検体)から分離された。また、astAが21.9%(34/155株)から検出された。CPFX耐性の74株は、8剤以上に耐性を示す株が31.1%(23株）で、多剤耐性化が顕著であった。O血清型が判明した47株のうち、4検体から5株が分離されたO153:H34は、いずれもastA陽性、系統発生群D群、CPFXのMICが32μg/mL以上およびQRDRにおける変異が同一パターン(GyrAの2点変異、ParCの2点変異)であった。サルモネラは32検体から分離され、うち82.4%(28/34株)が3剤以上に耐性を示した。また、2種の血清型が特定店舗の特定産地に偏って分離された。カンピロバクターは、Campylobacter jejuniが22検体から分離された。
市販鶏肉からそれぞれの菌が高率に分離されたが、各菌種の検出状況、薬剤耐性、病原因子および血清型の傾向に明らかな相関は認められず、同一検体で複数の項目を把握する重要性が示唆された。

